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自己点検・評価報告書刊行に当たって 

 本学は，「学芸の研究教授につとめ，高い学識と豊かな教養をもつ人材特に有為な教

育者を育成すること」という目的のもと，新しいことにも積極的にチャレンジしながら

事業を展開しています。 

 令和４年３月，本学は，「令和の日本型学校教育」を担う教師の育成を先導し，教員

養成の在り方自体を変革していくためのけん引役として，文部科学大臣から教員養成フ

ラッグシップ大学の指定を受けました。その役割を果たすため，ダイバーシティ教育を

基盤とする先導的・革新的な教員養成カリキュラムやデジタル技術を活用した学び続け

る教員を支えるための教員研修の開発，産業界等との連携事業等をこれまでより一層活

発化させる取組などを，効果検証の視点を持ちつつ，全学を挙げて進めているところで

す。 

 その一環として，今年度は，日本の教育課題に対応し，新たな未来教育を創造する産

官学連携による共創拠点を形成することをコンセプトとした，みらい教育共創館の運用

を天王寺キャンパスで開始しました。教育委員会や学校現場，産業界，大学等の専門的

知識や技術を一堂に集積し，大阪の教育課題の解決に取り組み，それらの成果を全国へ

発信することを通じて，「大阪から日本の教育の未来を変えていく」という共創拠点と

しての役割を果たせるよう様々な取組を展開しています。 

 また，第４期中期目標期間も３年目となり，折り返し地点に来ています。本学が掲げ

た目標，計画を着実に実行し達成するため，引き続き各年度の進捗状況を自己点検・評

価の取組の中で確認しています。 

今後も本学が行う教育研究活動等について不断の自己点検・評価を行い，質の保証な

らびに向上に向けて邁進していく所存であります。 

自己点検・評価委員会 

委員長 岡本 幾子 

1



2



3



4



5



6



7



8



9



10



11



12



13



14




